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　9月27日（土）第59回茨城県消防ポンプ操法大会県央地区大会が茨城
県立消防学校において開催されました。当日は、多くの関係者からの声
援を受け、大洗町代表の第9分団が消防団指導員のもと3ヶ月間の厳しい
訓練を経て、細心且つ大胆に競技に挑み3位入賞しました。また、富施　
正治選手が、個人成績の部において、みごとに優秀選手賞を受賞しました。

茨城県消防ポンプ操法大会
県央地区大会で第9分団3位入賞！

　10月12日（日）、大洗第一中学校武道場にて、
「大洗町柔道会、一中・南中柔道部合同練習会」
が開催されました。青少年の健全育成と柔道技
術向上を目的に行われているものです。大洗町
体育協会柔道会の皆様（10名）の熱心な指導
により、一中生と南中生20名が参加し、寝技・
打込・投込・乱取と気合の入った練習が行われ
ました。

一中・南中合同柔道練習会開催！

　第50回秋季町民野球大会が、9月28日・10月
5日・12日に町総合運動公園で18チームが参加し
熱戦を繰り広げました。
優　勝　大洗野球愛好会
準優勝　スカーフェイス
第三位　チャカリーズ・ＯＢＪ
最優秀選手賞　坂本　真生（大洗野球愛好会）
敢闘賞　　　　高木　優太（スカーフェイス）
打撃賞　　　　相沢　直輝（大洗野球愛好会）

第50回秋季町民野球大会

　第22回岡部会長杯熟年軟式野球大会が、
10月4日、5日、11日に北茨城市民球場
などを会場に開催されました。県内各地区
代表の16チーム参加のなか、大洗倶楽部
は決勝までの4試合で失点2と危なげない
試合を展開し、見事初優勝となりました。

第22回岡部会長杯
熟年軟式野球大会
大洗倶楽部初優勝！

消防団指導員
総括指導員　一家日出男　（第２分団）
選任指導員　勝村　勝一　（第１分団）
選任指導員　飯田　英樹　（第３分団）
選任指導員　伊藤　清一　（第４分団）
選任指導員　田山　博貴　（第５分団）

第９分団出場選手
指揮者　米川　敏一
１番員　富施　正治
２番員　米川　正人
３番員　小沼　　茂
４番員　郡司　定春
補欠員　曽根　賢樹
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　9月6日（土）に大洗町立第一保育所にて「赤十字幼児安全
法短期講習会」を開催いたしました。
　こども（1歳から6歳までの幼児を対象）に起きやすい事故
とその予防や、一時救命処置（心肺蘇生法・AEDの取扱・気
道内異物除去法）等の講習内容で、園児の保護者、日赤大洗町
奉仕団、保育所職員ら56名の参加者は、日本赤十字茨城県支
部の3名の講師から、実際に事故が起きた場面で、どのように
救助をするのか、また、AED（自動対外式助細動器）をどの
ように使用するのか等、いざという時に慌てないような対処
を学びました。

赤十字幼児安全法短期講習会を開催しました

　10月5日（日）、永町高台のおでぃば山において、
4世紀代の有力者の墓である車塚古墳・日下ヶ塚（常
陸鏡塚）古墳など、4つの古墳を歩きました。
　当日は34名が参加し、古墳時代の専門家である
井 博幸さん（国士舘大学教授）から詳しい話を聞き
ながら、「散策マップ」を手に、一日かけて大洗町の中
心地に残された貴重な歴史や自然に触れました。
　参加者からは、「車塚の大木には感動しました。
眺めがいいのにも驚きました。」などの声が聞かれま
した。

大洗町の歴史と自然に触れました。

　10月8日（水）、元アトランタオリン
ピック選手の田中光氏による体操教室が
夏海小学校体育館で開催され、児童82名
が体操の基本的な運動について、直接指
導を受けました。
　内容は、ウォーミングアップの仕方や
前転や後転、倒立などのマット運動、さ
らには田中光氏の模範演技が披露され、
子どもたちは体操の楽しさや大切さを学
び有意義な1日を過ごしました。

トップアスリートから学ぶ

　大洗かもめ保育園の運動会に北京オリンピックトラ
イアスロンに出場した田山寛豪選手が、園児たちとの
約束を果たすために来園し、園児達や会場の皆さんと
ゲームに参加したり、子ども達の競技に大きな声援を
送りました。
　田山選手は、「皆様の応援や子ども達からたくさんの
元気をもらいました。4年後のロンドンオリンピック
に向けて子ども達に夢を与えられるよう頑張ります」
と話しました。

かもめ保育園の運動会に
トライアスロンの田山選手が来園

いい　ひろゆき



　

徳
川
光み
つ
く
に圀
は
、
迷
信
・
邪
信
を
正
す
た
め
に
多
く
の
神
社
や
寺
院
を
整
理
す

る
い
っ
ぽ
う
、
由ゆ
い
し
ょ緒
あ
る
寺
院
を
厚
く
保
護
し
て
秩
序
あ
る
宗
教
制
度
を
確
立

し
よ
う
と
し
た
。
親し
ん
ら
ん鸞
の
孫
如に
ょ
し
ん信
を
開
基
と
す
る
願
入
寺
は
佐さ
た
け竹
義よ
し
の
ぶ宣
公
に
よ

り
顕
彰
さ
れ
久く

め米
村
（
現
常
陸
太
田
市
）
に
あ
っ
た
。
光
圀
は
十
五
世
如に
ょ
こ
う高
の

一
人
娘
を
引
き
取
っ
て
養
女
と
し
（
鶴つ
る
こ
ひ
め

子
姫
）、
京
都
の
東
本
願
寺
か
ら
如に
ょ
せ
い晴

上
人
を
16
世
と
し
て
迎
え
入
れ
、
光
圀
の
娘
と
し
て
鶴
子
姫
を
願
入
寺
に
戻
し

た
。
そ
し
て
、
寺
を
現
在
の
岩い

わ
ふ
ね船

の
地
に
移
し
、
堂ど

う
と
う塔

・
伽が

ら
ん藍

と
八
つ
の
子し

い
ん院

を
建
設
、
朱し

ゅ
い
ん
ち

印
地
三
百
石
を
与
え
た
。
境け

い
だ
い内

は
関
根
又
兵
衛
が
見
取
山
一
帯

を
寄
付
し
た
こ
と
も
あ
り
、
五
万
二
千
坪
に
も
及
ん
だ
。
藩
か
ら
毎
年
二
百
両

ず
つ
が
支
給
さ
れ
、
寺
て
ら
ざ
む
ら
い侍
三
十
二
名
が
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
沖お

き

の

す

ノ
州
（
元

禄
年
中
に
祝
町
と
改
称
）
を
領
有
し
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
許
可
さ
れ

た
祝
町
の
遊
郭
（
は
じ
め
５
軒
、
の
ち
７
軒
）
か
ら
あ
が
る
運
う
ん
じ
ょ
う上
、
湊
村
の

辰た
つ
の
く
ち

ノ
口
と
祝
町
を
結
ぶ
渡と
せ
ん船
か
ら
の
運
上
は
、
合
わ
せ
て
年
間
二
千
両
に
も
達

し
た
と
風
説
書
に
記
さ
れ
た
。
如
晴
の
嫡
子
良よ
し
ま
る丸
が
東
本
願
寺
の
御
連れ
ん
し枝
格

で
得と
く
ど度
し
て
か
ら
は
、
代
々

の
院い

ん
し
ゅ主

は
御
連
枝
格
と
い
う

か
な
り
高
い
地
位
に
あ
り
、

東
本
願
寺
で
の
役
務
を
果
た

す
た
め
京
都
に
出
向
い
た
。

願
入
寺
は
天
保
年
間
火
災
に

遭
っ
て
多
く
の
建
物
を
失
っ

た
が
、
天
保
十
年
（
一
八
三

九
）
頃
本
堂
を
除
い
て
新
普

請
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、

元げ
ん
じ治

元
年
（
一
八
六
四
）
幕

末
の
天て

ん
ぐ
し
ょ
せ
い

狗
諸
生
の
乱ら

ん

の
時
焼

失
し
た
が
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
現
在
の
本

堂
が
復
興
し
た
。（
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員　

郡
司

丈
児
）
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　大洗に移り住んで6年目を迎える、祝町にお住まいの
助川さんご家族を紹介します。ご主人は40年前から大
洗を知るサーファーです。現在は、奥さんと3人のお子
さんの5人家族で、サーフィンライフを満喫しています。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？ 
Ａ：とにかく海のそばに住みたいと思いました。また、
昔から知る大洗の友達がたくさんいたことがきっかけ
です。
Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：大洗を初めて訪れた40年前にさかのぼりますが、
とても海が綺麗で自然豊かな景観、海では魚がたくさ
ん釣れました。また、当時の大洗の波は最高でサーフィ
ンを始めてからはほぼ毎日のように通っていました。
Ｑ：大洗で一番好きな場所はどこですか？
Ａ：海です！
Ｑ：町に対する要望等はありますか？
Ａ：現在の大洗の海を見ると少し残念な気持ちになりま
す。港湾の整備などが進むにつれ、昔のような波が立
たなくなってしまいました。時代とともに発展してい
く大洗町も魅力の一つですが、素晴らしい自然をい
つまでも保って
ほしいと常々感
じています。昔
のような波が戻
り、自作のサー
フボードで波乗
りをすることが
今の夢です。

第25回

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「大洗の素晴らしい波を求めて」

江
戸
時
代
の
歴
史

大
洗
町
の

歴
史
を

見
つ

め

て

22

願入寺山門

米
よねかわ

川　美
みれい

麗ちゃん
（蔵前3区　3歳）
お父さん　宏晃　　お母さん　美央
「元気に育ってね。」

荒
あらかわ

川　俊
しゅん

くん（左）・一
かずま

真
（新町5区の3　6ヶ月・1歳）
お父さん　秀明　　お母さん　菜摘
「生まれてきてくれて、ありがとう。」

２  

願が
ん
に
ゅ
う
じ

入
寺
の
繁
栄
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・
・
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白
波
を
け
た
て
て
戻
る
小
さ
き
船
大
漁
な
る
か
鴎
と
び
交
う

　
　

祝
町
三
区　
　

桐
原　

す
み

〔
評
〕
勢
い
が
あ
り
、
韻い
ん
り
つ律
つ
ま
り
詩
と
し
て
の
リ
ズ
ム
も
整
っ
て
い

る
。町
の
歌
と
し
て
の
評
価
は
大
き
い
。作
者
の
力
量
が
感
じ
ら
れ
る
。

光
る
潮
け
と
ば
し
な
が
ら
毬
な
げ
て
は
だ
か
の
女ひ
と

ら
海
に
遊
べ
り

　
　

蔵
前
三
区　
　

鴨
川　
　

靖

〔
評
〕盛
夏
の
景
の
一
駒
。実
に
よ
く
捉
え
て
い
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

の
び
の
び
と
し
て
明
る
い
。
一
・
二
句
も
よ
い
。

下
草
の
刈
り
取
ら
れ
た
る
里
山
に
山
百
合
ゆ
れ
て
夢
の
ま
ほ
ろ
ば

　
　

南
清
水
一
区　
　

広
木　

チ
イ

〔
評
〕
郷
土
の
山
百
合
に
思
い
を
寄
せ
て
。「
ま
ほ
ろ
ば
」
真
秀
ら
場
。

誠
す
ぐ
れ
た
場
所
。
手
堅
い
詠
み
と
い
え
よ
う
。

細
々
と
梅
雨
の
ひ
す
が
ら
降
る
雨
に
紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
花
雫
を
こ
ぼ
す

　
　

成
田
町
五
〇　
　

清
宮　

し
げ

〔
評
〕
紫
陽
花
は
季
節
的
に
我
々
の
心
に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の

一
首
巧
み
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

独
り
居
の
老
い
の
無ぶ
し
ょ
う精

に
冷
め
し
茶
を
一
気
に
干
し
て
宙
に
嘯
う
そ
ぶ

く

　
　

祝
町
十
区　
　

佐
藤　
　

毅

〔
評
〕
生
活
に
も
人
さ
ま
ざ
ま
、
独
り
居
の
作
者
の
姿
が
見
え
る
。「
嘯

く
」
は
詩
歌
を
口
ず
さ
む
の
意
も
あ
る
。

風
落
ち
て
月
さ
え
ざ
え
と
光
る
宵
夕
顔
の
花
今
し
開
か
ん

　
　

永
町
六
区　
　

鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕
夕
顔
は
一
瞬
に
し
て
開
花
す
る
。
見
事
に
、
月
の
夕
べ
に
合
わ

せ
歌
っ
て
い
る
。
佳
い
景
を
捉
え
て
い
る
。

空
を
お
お
う
八
重
雲
の
上
の
鳴な
る
か
み神
は
怒
り
放
ち
て
轟
き
わ
た
る

　
　

新
町
十
区　
　

打
田　

照
子

〔
評
〕
近
年
に
な
く
雷
が
多
か
っ
た
。「
鳴
神
」
は
、
万
葉
集
に
も
よ
ま

れ
、
よ
い
表
白
で
あ
る
。

看
板
に
大
き
く
名
前
披ひ
ろ
う露

し
て
死
者
は
別
れ
の
儀
式
に
臨
む

　
　

永
町
十
六
区　
　

身
内　

ゆ
み

〔
評
〕
擬
態
的
手
法
詠
に
し
と
い
え
よ
う
。
巧
み
で
あ
る
。「
看
板
」
は

「
門
標
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

松
並
木
下
草
の
中
も
も
色
の
可
愛
い
い
野
花
つ
み
て
歸
り
ぬ

　
　

永
町
六
区　
　

笹
目　

孝
子

〔
評
〕「
桃
色
の
可
愛
い
い
」
が
一
首
の
な
か
に
よ
く
解
け
込
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
よ
い
。

気
に
入
り
の
湯
呑
に
一
本
の
罅ひ
び

生
れ
て
こ
こ
よ
り
た
し
か
秋
立
ち

ゆ
け
る

　
　

祝
町
六
区　
　

関
根　

秀
子

〔
評
〕
大
事
に
し
て
い
る
湯
呑
と
、
秋
の
到
来
を
う
ま
く
噛
み
合
せ
た

歌
と
し
て
成
功
し
て
い
る
。

近
年
に
な
り
て
殖ふ

え
た
る
高た
か
さ
ご砂
百ゆ

り合
家
を
め
ぐ
り
て
日
の
な
か
に

咲
く

　
　

桜
道　
　

猿
田
彦
太
郎

〔
評
〕「
高
砂
百
合
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
作
者
の
意
図
も
あ
ろ
う
。
作

歌
意
欲
一
杯
の
う
た
人
で
あ
る
。

蠅
ひ
と
つ
打
ち
て
掌
合
わ
す
昼
下
が
り
一
茶
の
姿
が
浮
か
ぶ
手
枕

　
　

成
田　
　

木
野
内
清
太
郎

〔
評
〕
先
の
作
者
同
様
心
を
入
れ
込
ん
で
歌
っ
て
い
る
。

夏
の
陽
を
や
わ
く
遮
さ
え
ぎ

る
松
並
木
涼
し
さ
称た
た

え
友
と
歩
き
ぬ

　
　

寺
釜
九
区　
　

三
村　

住
江

〔
評
〕
湿
度
を
伴
は
な
い
気
候
状
態
の
爽
や
か
さ
に
思
は
ず
散
策
の
道

岬
夕
霧む
て
き笛

の
空
に
と
よ
み
つ
つ
灯
は
煌
煌
と
出
航
間
近

　
　

永
町
四
区　
　

川
上　

ひ
さ

〔
評
〕
大
洗
埠
頭
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
作
者
の
住
居
が
あ
る
。
実
感

詠
で
あ
る
。

亡
き
母
と
語
ら
い
い
る
は
昔
日
の
盆
の
夜
の
夢
は
か
な
く
消
え
ぬ

　
　

金
沢
一
区　
　

古
渡　

節
子

〔
評
〕
盂
蘭
盆
の
一
夜
の
夢
。
家
族
を
支
え
養
っ
て
下
さ
っ
た
父
母
へ

の
愛
惜
の
情
一
入
で
あ
る
。

穏
や
か
に
夏
の
浜
辺
も
暮
れ
わ
た
る
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
に
月
冴
え
ざ

え
と

　
　

永
町
七
区　
　

秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
夏
も
終
り
に
近
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
き
は
月
の
光
も
冴

え
渡
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

遠
雷
に
雨
も
上
が
り
て
清
か
な
り
秋
立
つ
風
の
そ
ぞ
ろ
に
過
ぐ
る

　
　

寺
釜
八
区　
　

小
野
瀬
保
子

〔
評
〕
直
截
に
素
直
に
作
品
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
特
に
下
句
が
よ

い
。

は
る
か
な
る
大
海
原
の
満
ち
満
ち
て
大
洗
岸
に
細さ
ざ
な
み波

寄
す
る

　
　

新
町
二
区　
　

髙
崎
夫
左
江

〔
評
〕
大
海
を
目
前
に
た
つ
作
者
。
自
然
万
象
へ
の
感
慨
に
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

風
邪
を
病
む
幼
孫
と
添
寝
の
昼
下
が
り
面
輪
ふ
れ
れ
ば
満
ち
く
る

ひ
か
り

　
　

寺
釜
九
区　
　

佐
藤
よ
し
子

〔
評
〕
添
え
寝
す
る
孫
、
将
来
を
期
待
し
て
の
心
象
が
結
句
に
出
て
い

る
。

斜
め
陽
に
睡
蓮
の
花
閉
じ
き
れ
ず
花か
し
ん芯
の
朱
の
見
る
放
課
後

　
　

祝
町
二
区
の
二　
　

吉
川　
　

和

〔
評
〕「
睡
蓮
」は
蓮
に
似
、花
は
夜
閉
じ
る
。花
芯
に
思
い
を
置
い
た
歌
。

巧
み
で
あ
る
。

曲
り
屋
は
今
は
住
ま
ぬ
ど
故
郷
の
廣
き
屋
敷
に
生
家
は
在お
は

す

　
　

和
銅
上
宿　
　

檜
山　
　

光

〔
評
〕
曲
屋
と
い
う
古
い
民
家
。
も
う
誰
も
住
ん
で
は
い
な
い
広
い
屋

敷
、
そ
れ
が
自
分
の
実
家
だ
と
い
う
。

●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

お元
気で
すか
？　保健

師です

お元
気で
すか
？　保健

師です
健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

－ イトヒキアジ －
　今回は当館の大洗の海№2水槽で展示しているイト
ヒキアジをご紹介します。
　イトヒキアジは全世界の暖かい海に広く分布し、
日本では南日本の沿岸で見られる魚です。
　この魚は体がひし形であることと、幼魚の時に背
びれとしりびれの一部が糸を引くように長く伸びる
ことなどの特徴があります。その美しさから来館さ
れた皆さまに大変人気のある魚です。成長すると全
長1ｍ程まで大きくなりますが、茨城県沿岸ではそこまで大きくなったイトヒキアジを目にす
ることはほとんどなく、夏から秋にかけて黒潮に乗り回遊してきた全長10～20cm前後のもの
がときどき見られます。
　今回展示しているイトヒキアジは大洗の漁師さんがこの近辺で採集して頂いたものです。漁
師さんのご協力に感謝しお礼申し上げます。

　たばこの煙は、4,000種類の成分が含まれており、そのうちニコチン、タール、
一酸化炭素といった3大有害物質をはじめとして約200種類が、有害といわれてい
ます。
　これらの有害物質は、肺がんをはじめに全身のがんの発症とかかわりがあり、他
にもたばこは、血管を収縮させ、悪玉コレステロールを増やす働きもあるため、動

脈硬化を進行させ、狭心症や、心筋梗塞や脳卒中などの循環器の病気や呼吸器・消化器系の病気、さら
には、歯周病にも関連しているといわれています。
　身体には悪いとは分かっていても、なかなかやめられないのは、たばこはニコチン依存症という病気
とも言われてるように禁煙すると、体からニコチンが消失し、無性にたばこが吸いたくなる、イライラ
する、怒りっぽくなるなどの禁断症状が現れるので、再喫煙してしまうという繰り返しの方もいると思
います。最近は、ニコチンガムやパッチなどの利用で、この禁断症状を和らげて禁煙する方法がありま
すので、挑戦してみてはいかがでしょうか。

禁煙を決意してみませんか禁煙を決意してみませんか

①禁煙宣言をする。自分の中でも何のために禁煙す
るのか、健康のため、家族のため、経済的などの
メリット面での目標をもちましょう。家族は温か
い励ましを。
②吸わない環境を作る。目につく所にライターや灰
皿を置かないように処分しましょう。
③喫煙の行動パターンを知って対処しましょう。い
つどんな時に自分が吸いたくなるかを知り、なる
べくその環境にならないように工夫して行動パ
ターンを変えてみましょう。
④口寂しいときには、冷たい水を飲んだりガムをか

んだりしましょう。飴や甘い飲み物、食べ物は、
チリもつもれば…で、体重増加につながるので注
意が必要です。

⑤時には、散歩などの身体を動かすことで吸いたい
気持ちが転換できます。

⑥それでも、つらいときは、禁煙外来の医師に相談
したり、ニコチンガムやパッチの利用は、薬局・
薬店で購入し相談することができます。

⑦もし、失敗しても、次のチャレンジで、その経験
を生かすことができます。あきらめないで！

‥‥‥‥‥‥‥‥ 禁煙に成功するためのコツ ‥‥‥‥‥‥‥‥


